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今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
通
知
が
、
６
月
中
旬
に

国
保
加
入
世
帯
に
い
っ
せ
い
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

区
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の
通
知
に
対
し

て
、
わ
ず
か
７
日
間
で
１
８
３
１
件
の
問
い
合
わ
せ
が

区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
の
半
数
以
上
が
「
保
険
料
が
高
い
」

「
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
根
拠
は
？
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
と
区
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

国
保
料
は
今
年
度
も
大
幅
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
年
収
４
０
０
万
円
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
世

帯
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
年
間
保
険
料
は
、
昨
年
度
と
比

べ
６
万
６
千
円
余
値
上
が
り
、
61
万
４
千
円
余
と
な
り

ま
し
た
。
年
収
の
15
％
を
占
め
る
重
い
負
担
で
す
。

値
上
げ
の
要
因
は
、
国
保
加
入
者
の
減
少
や
高
齢
化
、

医
療
の
高
度
化
等
に
伴
い
、
ひ
と
り
当
た
り
の
療
養
給

付
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
東
京
都
の
納
付
金
算

定
方
法
の
変
更
、
国
の
激
変
緩
和
措
置
の
終
了
に
よ
る

も
の
で
す
。

２
０
１
８
年
度
の
国
保
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
東
京

都
は
〝
財
政
責
任
の
責
任
主
体
と
し
て
中
心
的
な
役
割

を
担
う
〟
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
池
都
政
は
区

長
会
な
ど
か
ら
の
財
政
支
援
の
求
め
に
冷
た
く
背
を
向

け
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
区
市
町
村
が
国
保
料
値
上
げ

抑
制
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

へ
の
法
定
外
繰
入
を
廃
止
す
る
よ
う
迫
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
が
な
く
な
れ
ば
今
で
さ
え
高
い
国
保
料
が
さ
ら
に

大
幅
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

国
保
料
は
、
会
社
員
な
ど
が
加
入
す
る
健
康
保
険
と
比

べ
２
倍
の
高
さ
で
す
。
全
国
知
事
会
な
ど
は
公
費
投
入
・

国
庫
負
担
を
増
や
し
国
保
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
国

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
１
兆
円
の

公
費
投
入
増
で
家
族
の
人
数
に

応
じ
て
か
け
ら
れ
る
「
均
等
割
」

を
廃
止
し
、
「
所
得
割
」
を
引

き
下
げ
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
の

国
保
料
に
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

保
険
料
が
高
い
！

高
く
な
っ
た
根

拠
は
？

問
い
合
わ
せ
殺
到

お困りごと・ご相談は、お気軽に上記連絡先まで、お電話ください

年
収
の
15
％
を
占
め
る
重
い
負
担

大竹まことゴールデンラジオ
「赤旗」日曜版に注目

財
政
責
任
を
果
た
さ
な
い
小
池
都
政

１
兆
円
の
公
費
投
入
で
引
き
下
げ
を

７
月
28
日
号
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
よ
り

7月30日、文化放送の

「大竹まこと ゴール

デンラジオ!」で、

「しんぶん赤旗」日曜

版(7月28日号)1面の

「国保に家計つぶされ

る」(写真)が取り上げ

られました。

国保について「前から高いなと思っていた」

という大竹さん。番組パートナーの小島慶

子さんは「全国知事会や全国市長会などは

公費投入、国庫負担を増やし、国保料を引

き下げることを国に要望し続けているのに

なかなか通らないというところが、また腹

立たしいですよね」と語りました。



原水爆禁止２０２４年世界大会

８
月
３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
「
原
水
爆
禁
止

２
０
２
４
年
世
界
大
会
」
が
広
島
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
杉
並
原
水
協
か
ら
も
、
代
表
団
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
初
日
の
開
会
総

会
で
は
、
広
島
市
長
や

各
国
の
政
府
代
表
が
挨

拶
。
国
内
外
の
市
民
団

体
等
か
ら
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
代
表
団
か
ら
の

報
告
で
は
、
杉
並
原
水

協
が
紹
介
さ
れ
、
７
名

の
代
表
団
が
壇
上
に
並

び
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
続
け
る
ロ
シ
ア
が
核
の
威

嚇
を
繰
り
返
し
、
ガ
ザ
攻
撃
を
激
化
さ
せ
る
イ
ス

ラ
エ
ル
の
閣
僚
が
核
使
用
を
「
選
択
肢
」
と
発
言

す
る
な
ど
、
世
界
は
核
兵
器
を
巡
り
緊
張
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
核
戦
争
へ
の
深
刻
な
不

安
が
広
が
る
も
と
、
日
本
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
、
い
ま
こ
そ
「
核
抑
止
」
論
と
決
別
し
、

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
決
断
す
べ
き
で
す
。

６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集

会
（
閉
会
総
会
）
で
は
、
岸

本
聡
子
区
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま

し
た
。

大
会
は
「
『
希
望
の
光
』

で
あ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
を

力
に
、
『
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
世
界
』
へ
の
道
を
切
り
ひ
ら
く
た
め
、

た
だ
ち
に
行
動
に
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
訴
え
る
決

議
「
広
島
か
ら
の
よ
び
か
け
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

６日、山田耕平区議団幹事長と、新潟県長

岡市で開催されている吉田信夫さんの水彩画

展「信濃川と山々」に行ってきました。山と

緑と信濃川の清々しい風景画に心が癒されま

した。

また、長岡市は８月１日アメリカによる１６万発もの焼夷弾によって

多くの市民が犠牲になったそうですが、平和へ

の思いを込めた長岡花火や灯篭流し、柿川と一

之橋などの絵も印象深いものでした。

地元の新潟日報では「さすらいの風景画家」

として大きく紹介されていました

杉
並
代
表
団
が
壇
上
で
ア
ピ
ー
ル

被爆国である日本の政府が核兵器禁止条

約に背を向けたままであることは残念で

す。 核をめぐる状況はロシアのウクライ

ナ侵攻や、イスラエルのガザ攻撃など、

横暴な振る舞いで国際秩序は危機に陥り

緊迫の度合いを深めています。

しかし今、世界中の小さな国々が手を取り合って核保

有国を包囲し、核兵器禁止条約を発効させています。

地域から市民の手によって政治を変えて行く動きは始

まっています。世界大会にご参加の皆さん、核兵器廃

絶のカギを握るのは大国でもなく、著名人でもなく、

世界中で連帯する市民です。そのことを今年の世界大

会で確認しあいましょう。地域に戻り世界市民の一人

として奮闘しましょう。

「
核
抑
止
」
論
と
決
別
し
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
を

核
禁
条
約
を
力
に
核
廃
絶
へ

た
だ
ち
に
行
動
へ
立
ち
上
が
ろ
う

岸本聡子区長のメッセージ（抜粋）

信濃川と弥彦山

長岡花火


